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①人事制度改革の理念を実践し、社員の納得性とモチベーションを向上させる

ためには、考課者の適正な人事考課が鍵を握ります。

②適正な人事考課は的確な考課者訓練に大きく依存します。

③的確な考課者訓練はどれだけ実践的な演習ケースを使用するかにかかって

います。

しかし・・・・次のような問題でお悩みではありませんか？

人事制度改フォロー＆サポートプログラム

市販のビデオでは当社の現場と状況設定が異なり、臨場感がない。

民間企業でも、製造・営業・研究・管理等職種毎の同じような難易度レ
ベルのビデオシリーズがない。

市販ビデオのケースでは現場管理者の本音の疑問、「実際にあった
部下のこんな行動をどう評価すればいいのか、それこそが知りたい」、
に答えられない。

市販ビデオのケースでは模擬考課の項目はもとより、解答編の解説も
基準となる考課項目が異なるためそのままでは使えない。

一歩譲って市販ビデオのケースを当社の新しい考課基準で考課した
考課表見本を解説したいが、かならずしも新考課基準すべてを考課で
きるケース設定であるとは限らず、ポイントがずれやすい。

病院、大学、自治体等では、民間企業を題材にしたケースは使用でき
ず、例えば医師や教務課員を考課対象とした市販ビデオはない。



＜そもそも＞考課者研修の目的と
その実施する内容

１．人事考課を理解する

考課者訓練は、人事制度の理解を踏まえて、人事考課制度の基本

を再確認することからスタートします。 人事考課の目的、考課者とし

ての心構え、考課者として部下にどう接していくべきかの理解を促進し

ます。

２．考課のしくみのイロハを習得する

組織によって様々な人事考課制度、考課基準が存在します。しかし、

考課制度の具体的な仕組みがどうあろうと、組織として基本とも言える、

考課者の誰もが理解しておかなければならない基本的なルールが存

在します。考課における「３つの選択」や考課項目の定義、考課基準

の理解、ハロー効果、中心化傾向なとの考課のエラーの理解と自戒な

どがこれにあたります。基本を身につけてこそ、評価の信頼性が確保

されます。

３．ケースを使った実際的な訓練の実施

考課者訓練においては、知識の習得（インプット）のみによっては、部

下の納得感ある考課はできません。実際に使用する考課表をベース

につけてみて、初めてその内容理解が定着します。この研修では、個

人ワークとグループワーク（アウトプット）を行うことによって、身につけ

た知識を確実なものとすると同時に、考課者間の意見の一致をすり合

わせることで考課のバラツキ是正を図ります。

４．部下の育成をサポートする面接訓練の実施

人事考課の目的は査定（処遇に反映し格差をつけること）ではありま

せん。育成と連動することによって初めてその機能が活きてくるといえ

ます。面接は前向きの動機付けと言われます。考課結果を冷静に振り

返りながら、効果的に部下の育成を図っていくことが重要であるため

に面接訓練を実施します。



オリジナルケースにもとづく

実践型考課者訓練のおすすめ
このような問題を解決するためには、ケースを自作し、オ
リジナルのシナリオを作成するしかありません。

しかし、多くの考課基準を論点に織り込んだ当社らしさの
ある臨場感あふれるシナリオ執筆はなかなか困難です。

ショートケース集積によるオリジナルケース作成のご提案

職種別ケース原案執筆委員の任命

（基本的にはミドル以上の管理職）

日常における様々な部下のケース（指導
が難しい困った行動や優れた成果を上げ
たケース等）を１ケース２００字程度×２０
ケースほど執筆

プロジエクト説明会と
ケース執筆要領の解説

ケースごとの論点確認と加筆または
複数ケースの結合

貴社人事部

貴社ケース作成委員

ショートケース（１ケース２００～３００
字程度）×３０問程度の完成とオリジ
ナル解答例の作成

人事委員会等への事前説明

ショートケースによる実践型考課者訓練実施・・・・１回目使用

必要に応じて執筆者に取材
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ショートケースをつむぎ合わせたオリジナ
ルな長文シナリオ（１００行程度）と考課解
答例の作成

ショートケースの事実を複数つむぎ合わせて、考課対象者を主人公としたシナ
リオを作成します。

人事委員会等に対するケース論点の解説
と考課解答例の説明

長文シナリオによる実践型考課者訓練実施・・・・２回目使用

ショートケース・長文シナリオ活用型考課者訓練のご提案

３

回

シ

リ

ー

ズ

１回目・・・・半日
○当社の人事考課の理念

○考課者のあり方

○人事考課のしくみ

○確認チェックリスト（次ページサンプルご参照）

○宿題・・・・ショートケース個人演習

２回目・・・・半日

○ショートケースグループディスカッション

○発表と解説

○宿題・・・・長文シナリオ個人演習

２回目・・・・１日

○長文シナリオグループディスカッション

○発表と解説

○フィードバックの仕方

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
例
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ショートケースサンプル
当社考課項目

オリジナルショートケース

病院（医師職）の例（原案執筆者：院長、副院長、看護部長）

得点　　　点　　　　　　人事考課力チェックリスト
                                                   氏名　　　　　　　　　　

※設問の解答を個人欄（□）に記入してください。（グループ欄及び正解欄は記入不要）

問1

成績考課では、同僚の援助があった場合には１ランク下方修正（例えばＡからＢへ）しなければならない。

【個人】　□はい　　　　　  　【グループ】　□はい           【正解】   □はい   

　　　　　□いいえ                        □いいえ                   □いいえ

問2

４級の部下に４級相当の仕事を与えなくても成績考課は可能である。

【個人】　□はい　　　　　  　【グループ】　□はい           【正解】   □はい   

　　　　　□いいえ                        □いいえ                   □いいえ

問3

絶対評価においては、被考課者全員がＡ評価、逆に全員がＣ評価になる場合も理論上はあり得る。

【個人】　□はい　　　　　  　【グループ】　□はい           【正解】   □はい   

　　　　　□いいえ                        □いいえ                   □いいえ

確認テストサンプル

問い合わせ先
株式会社 日本総合研究所 リサーチ･コンサルティング部門
E-mail: ｒｃｄweb@ｍｌ.jri.co.jp


